
【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書の訂正報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第４項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成30年３月14日

【四半期会計期間】 第12期第１四半期（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

【会社名】 株式会社ファルテック

【英訳名】 FALTEC Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　横田　昭治

【本店の所在の場所】 川崎市幸区堀川町580番地

【電話番号】 044-520-0290

【事務連絡者氏名】 常務執行役員　北原　正裕

【最寄りの連絡場所】 川崎市幸区堀川町580番地

【電話番号】 044-520-0290

【事務連絡者氏名】 常務執行役員　北原　正裕

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社ファルテック(E02246)

訂正四半期報告書

 1/20



１【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】
　当社は平成29年12月下旬に内部監査で、長期滞留在庫の棚卸資産評価について疑義のあることが判明し、社内調査を

行っておりましたが、１月初旬に新たに中国の子会社（佛山発爾特克汽車零部件有限公司）の売上計上について疑義の

あることが判明しました。

　これらを受けて、平成30年１月17日に当社取締役会において、不正調査等に豊富な経験を有する弁護士及び公認会計

士の外部専門家が委員として参画した特別調査委員会の設置を決議し、事実の解明及び原因の究明に着手しました。

　また、疑義判明を受けて実施された平成29年12月31日の棚卸において、実地棚卸数量と帳簿在庫数量の不一致が確認

され、実地棚卸数量入力時におけるデータ改竄の疑義が１月下旬に新たに判明したため、特別調査委員会において追加

調査を行いました。

　この結果、平成30年３月13日付にて、特別調査委員会による調査報告書を受領し、当社は、棚卸資産の不適切な評

価、中国子会社における売上計上の誤謬ならびに不適切な処理、実地棚卸数量入力時のデータ改竄等が判明したため、

影響のある過年度決算を訂正するとともに、平成25年３月期から平成29年３月期までの有価証券報告書及び平成28年３

月期の第１四半期から平成30年３月期の第２四半期までの四半期報告書について訂正を行うことといたしました。

 

　これらの決算訂正により、当社が平成27年８月７日に提出いたしました第12期第１四半期（自　平成27年４月１日　

至　平成27年６月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品取引法第24条の４の７

第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

　なお、訂正後の四半期連結財務諸表については、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けており、その

四半期レビュー報告書を添付しております。

 

２【訂正事項】
第一部　企業情報

第１　企業の概況

１　主要な経営指標等の推移

第２　事業の状況

３　財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

第４　経理の状況

２．監査証明について

１　四半期連結財務諸表

(1）四半期連結貸借対照表

(2）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

注記事項

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

（セグメント情報等）

（１株当たり情報）

 

３【訂正箇所】
　訂正箇所は＿＿＿を付しております。なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみ

を記載しております。
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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第11期
第１四半期
連結累計期間

第12期
第１四半期
連結累計期間

第11期

会計期間
自平成26年４月１日
至平成26年６月30日

自平成27年４月１日
至平成27年６月30日

自平成26年４月１日
至平成27年３月31日

売上高 （百万円） 17,664 18,724 79,715

経常利益 （百万円） 475 499 3,061

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 379 306 2,237

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 271 92 3,361

純資産額 （百万円） 14,933 17,774 18,082

総資産額 （百万円） 54,417 57,972 60,337

１株当たり四半期（当期）純利

益金額
（円） 41.35 33.14 243.23

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益金額
（円） 41.07 32.78 241.05

自己資本比率 （％） 24.6 27.9 27.2

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、当第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としておりま

す。

４．当社は、平成26年７月１日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に

当該株式分割が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四

半期（当期）純利益金額を算定しております。

 

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

　なお、当第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13

日）等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

（１）業績の状況

　当第１四半期連結累計期間の売上高は、中国子会社の新工場稼動及び米国子会社での新規取引拡大等により

18,724百万円（前年同期比6.0％増）となりました。

　営業利益は、中国及びタイの工場立上げ影響等により490百万円（同6.3％減）となりました。

　また、経常利益は、前年同期に為替差損が31百万円計上されたのに対し、当第１四半期連結累計期間は為替差

益17百万円計上されたこと等により499百万円（同5.2％増）となりました。

　親会社株主に帰属する四半期純利益は、投資有価証券売却益119百万円、法人税等342百万円等により306百万

円（同19.3％減）となりました。

 

　セグメントの業績は、以下のとおりであります。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、報告セグメントの区分を変更しており、以下の前年同四半期比較につ

いては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替えた数値で比較しております。

（日本）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、新規取引の拡大等により13,703百万円（前年同期比1.5％増）

となりました。

　セグメント利益は、付加価値商品の拡販や内転化効果等により505百万円（同33.2％増）となりました。

 

（アジア）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、中国子会社の新工場稼動等により2,324百万円（前年同期比

31.6％増）となりました。

　セグメント損失は、中国及びタイの工場立上げ影響が残り、90百万円（前年同期は39百万円のセグメント利

益）となりました。

 

（北米他）

　売上高（セグメント間売上高を含まない）は、北米子会社のルーフレール新規参入等により2,696百万円（前

年同期比12.4％増）となりました。

　セグメント利益は、欧州子会社の売上減影響による利益減及び新車立上げ費用増等により74百万円（同32.2％

減）となりました。

 

（２）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（３）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、537百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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（４）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　当社グループは、「FY17中期経営計画」を策定し、対処すべき課題に対応していきます。

「FY17中期経営計画」の主な内容は以下のとおりであります。

① 中長期ビジョン

　『業界トップレベルの収益力と高品質を目指す』

②中長期ビジョン達成に向けて強化する重点戦略

　・グローバル事業の伸展

　・売上収益構造変革

　・コスト構造変革

③重点戦略に基づいた主要方策

　・ファルテック標準のグローバル拠点への浸透

　・グローバル最高品質の実現（技術・モノづくりのグローバルへの転写）

　・グローバル人材育成とFALTEC WAYの浸透

　・当社独自のビジネスモデルLCP提案（※１）の推進

　・No.1を目指す商品（※２）の売上拡大

　・新商品・新技術開発（他社より一歩先を行く先行開発）

　・FD1/2（※３）モノづくり原価低減活動（モノづくり生産体制強化）

　・源流からの原価企画活動の強化

　・グローバル最適調達の強化

※１ LCP(Life Cycle Plan)提案

　自動車部品事業で培った技術と自動車用品事業で培った企画・デザインを融合して、量産部品・コンバージョ

ン・アクセサリーの全てをクルマのライフサイクルプランとして一括提案するビジネスモデルです。

※２ No.1を目指す商品

　当社ではお客様にとって魅力ある高付加価値商品であるコンバージョン、ルーフレール、ウインドウモール、

電装品、ミリ波レーダーカバーを「No.1を目指す商品」と設定し、リソースを集中的に投入しています。

※３ FALTEC DASH 1/2 活動

　スペース半分・リードタイム半分で取り組んでいる当社グループの活動です。スペースとリードタイムを効率

的に活用することで経費削減につなげ収益力を強化します。

　FD1/2活動の第２ステージとして「モノづくり原価低減活動」を全社活動としてスタートさせており、生産効

率アップおよび原価低減をスピードアップさせます。

④「FY17中期経営計画」の目標数値

2017年度に「連結売上高 900億円」「連結経常利益率 6.0％」を計画しております。

 

（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　当社グループの事業資金については、自己資金及び金融機関からの借入金により調達しております。当第１四

半期連結会計期間末における借入金残高は11,162百万円であり、このうち、運転資金としての短期借入金は

4,985百万円、設備資金としての長期借入金は6,177百万円（１年内返済予定の長期借入金2,427百万円を含

む。）であります。なお、借入金残高は前連結会計年度末に比べ、459百万円減少しております。

　資金の流動性につきましては、経済状況及び金融環境の急激な変化等により注意が必要でありますが、当社グ

ループは、現金及び現金同等物に加え、金融機関との貸出コミットメント契約等により、必要かつ十分な流動性

を確保していると考えております。
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（６）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社グループは、自動車メーカーのグローバル化への対応、お客様に付加価値を提供する新商品・新技術の開

発、新興国に負けないコスト競争力の強化等の課題を抱えています。

　このような環境の中で当社グループは、中長期ビジョンとして『業界トップレベルの収益力と高品質を目指

す』を掲げ、「FY17中期経営計画」にて重点戦略を策定、主要方策を着実に実行していきます。

　主な活動として国内で培った競争力のあるモノづくりをグローバルに展開、生産に関わるモノづくりの仕組を

全拠点で同一にすることでグローバルで収益を上げる体制を強化します。

　また特に将来の成長に向けた拡販活動として、当社の強みを活かしたNo.1を目指す商品へのリソース投入を更

に推進、売り込み強化を図ります。

　コスト競争力強化に向けてはスペース半分リードタイム半分のFALTEC DASH 1/2 活動で、ムダの削減に取り組

み原価低減へと繋げていきます。

EDINET提出書類

株式会社ファルテック(E02246)

訂正四半期報告書

 6/20



第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 33,000,000

計 33,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成27年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年８月７日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 9,248,100 9,248,100
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

　　　　 100株

計 9,248,100 9,248,100 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

平成27年４月１日～

平成27年６月30日
－ 9,248,100 － 2,218 － 718

 

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(平成27年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

①【発行済株式】

平成27年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　　　　600 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　　9,246,800 92,468 －

単元未満株式 普通株式　　　　　　700 － －

発行済株式総数 9,248,100 － －

総株主の議決権 － 92,468 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式24株が含まれております。

 

 

②【自己株式等】

平成27年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ファルテック 川崎市幸区堀川町580番地 600 － 600 0.00

計 － 600 － 600 0.00

 

 

２【役員の状況】
該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から平

成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

　なお、金融商品取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出しておりますが、

訂正後の四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,110 4,215

受取手形及び売掛金 18,510 15,915

商品及び製品 3,587 3,622

仕掛品 485 629

原材料及び貯蔵品 2,346 2,610

繰延税金資産 550 535

その他 2,037 1,879

貸倒引当金 △15 △14

流動資産合計 31,611 29,393

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,758 6,626

機械装置及び運搬具（純額） 6,518 6,006

工具、器具及び備品（純額） 818 869

土地 7,267 7,265

リース資産（純額） 1,640 1,917

建設仮勘定 1,097 1,416

有形固定資産合計 24,100 24,101

無形固定資産 1,364 1,310

投資その他の資産   

投資有価証券 1,327 1,127

繰延税金資産 1,772 1,905

その他 1,233 1,206

貸倒引当金 △1,072 △1,072

投資その他の資産合計 3,261 3,167

固定資産合計 28,725 28,578

資産合計 60,337 57,972
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,455 9,811

電子記録債務 2,443 2,865

短期借入金 4,832 4,985

1年内返済予定の長期借入金 2,660 2,427

リース債務 1,122 1,150

未払法人税等 300 328

賞与引当金 668 362

その他 4,130 4,035

流動負債合計 27,614 25,967

固定負債   

長期借入金 4,128 3,749

リース債務 509 654

退職給付に係る負債 8,286 8,264

持分法適用に伴う負債 175 182

再評価に係る繰延税金負債 1,060 1,060

その他 480 318

固定負債合計 14,640 14,230

負債合計 42,254 40,197

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,218 2,218

資本剰余金 535 535

利益剰余金 9,928 9,834

自己株式 △0 △0

株主資本合計 12,681 12,587

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 602 547

繰延ヘッジ損益 △3 △2

土地再評価差額金 1,883 1,883

為替換算調整勘定 2,525 2,443

退職給付に係る調整累計額 △1,251 △1,305

その他の包括利益累計額合計 3,755 3,565

非支配株主持分 1,645 1,621

純資産合計 18,082 17,774

負債純資産合計 60,337 57,972
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

売上高 17,664 18,724

売上原価 14,755 15,701

売上総利益 2,908 3,022

販売費及び一般管理費 2,386 2,532

営業利益 522 490

営業外収益   

受取利息 3 3

受取配当金 30 32

不動産賃貸料 7 12

為替差益 - 17

持分法による投資利益 11 -

その他 9 23

営業外収益合計 63 89

営業外費用   

支払利息 65 61

為替差損 31 -

持分法による投資損失 - 5

その他 13 13

営業外費用合計 110 79

経常利益 475 499

特別利益   

受取保険金 144 -

投資有価証券売却益 - 119

特別利益合計 144 119

特別損失   

固定資産除却損 14 -

事業撤退損 113 -

特別損失合計 127 -

税金等調整前四半期純利益 492 619

法人税等 123 342

四半期純利益 369 277

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △9 △29

親会社株主に帰属する四半期純利益 379 306
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年６月30日)

四半期純利益 369 277

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △10 △54

繰延ヘッジ損益 1 0

為替換算調整勘定 △199 △76

退職給付に係る調整額 110 △53

その他の包括利益合計 △98 △184

四半期包括利益 271 92

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 277 116

非支配株主に係る四半期包括利益 △5 △23
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【注記事項】

（会計方針の変更)

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基準」

という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業分離等

会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当

社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用と

して計上する方法に変更しております。また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合につい

ては、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四

半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持

分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結

累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び事

業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。
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（四半期連結貸借対照表関係）

保証債務

　次の関係会社等について、金融機関からの借入に対して債務保証を行っております。

前連結会計年度
（平成27年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（平成27年６月30日）

㈱いしかわファルテック  ㈱いしかわファルテック  

銀行借入保証 457百万円 銀行借入保証 443百万円

計 457 計 443

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

減価償却費 748百万円 822百万円

のれんの償却額 1 2

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成26年５月29日

取締役会
普通株式 398 利益剰余金 130.00 平成26年３月31日 平成26年６月９日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額

（百万円）
配当の原資

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日

平成27年５月28日

取締役会
普通株式 400 利益剰余金 43.33 平成27年３月31日 平成27年６月10日

 

２．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成26年４月１日　至　平成26年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア 北米他 計

売上高       

外部顧客への売上高 13,497 1,767 2,399 17,664 - 17,664

セグメント間の内部売上高

又は振替高
188 173 0 362 △362 -

計 13,686 1,940 2,400 18,027 △362 17,664

セグメント利益 379 39 109 528 △5 522

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成27年４月１日　至　平成27年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     （単位：百万円）

 報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書
計上額
（注）２

 日本 アジア 北米他 計

売上高       

外部顧客への売上高 13,703 2,324 2,696 18,724 - 18,724

セグメント間の内部売上高

又は振替高
305 102 - 407 △407 -

計 14,008 2,426 2,696 19,131 △407 18,724

セグメント利益又は損失

（△）
505 △90 74 489 0 490

（注）１．セグメント利益又は損失の調整額は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

　従来、報告セグメントを「自動車部品事業」、「自動車用品事業」及び「自動車関連機器事業」の３

区分としていましたが、当第１四半期連結会計期間より、事業内容及び経営環境に関してより適切な情

報を把握するため、事業区分を見直し、「日本」、「アジア」及び「北米他」に変更しております。

　なお、前第１四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の区分に基づき作成したものを開示し

ております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成26年４月１日
至　平成26年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成27年４月１日
至　平成27年６月30日）

(1)１株当たり四半期純利益金額 41.35円 33.14円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額（百万円） 379 306

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
379 306

普通株式の期中平均株式数（株） 9,185,447 9,247,476

(2)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 41.07円 32.78円

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（株） 64,355 101,539

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た

り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式

で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの

概要

－ －

（注）当社は、平成26年７月１日付で株式１株につき３株の株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株

式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額を算定

しております。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

（期末配当の決議）

　平成27年５月28日開催の取締役会において、平成27年３月31日現在の株主名簿に記録された株主に対し、次のとお

り期末配当を行うことを決議致しました。

① 配当金の総額 400百万円

② １株当たりの金額 43.33円

③ 支払請求権の効力発生日及び支払開始日 平成27年６月10日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年３月14日

株式会社ファルテック

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　 聡 　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 渥美　龍彦　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 種村　 隆 　　㊞

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ファル

テックの平成27年４月１日から平成28年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成27年４月１日から

平成27年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年６月30日まで）に係る訂正後の四

半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる 。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ファルテック及び連結子会社の平成27年６月30日現在の財政

状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

その他の事項

　四半期報告書の訂正報告書の提出理由に記載されているとおり、会社は、四半期連結財務諸表を訂正している。なお、

当監査法人は、訂正前の四半期連結財務諸表に対して平成27年８月７日に四半期レビュー報告書を提出した。
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利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

 

EDINET提出書類

株式会社ファルテック(E02246)

訂正四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	１四半期報告書の訂正報告書の提出理由
	２訂正事項
	３訂正箇所
	第一部企業情報
	第１企業の概況


	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容
	第２事業の状況

	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	第３提出会社の状況

	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況
	第４経理の状況

	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他
	第二部提出会社の保証会社等の情報

	監査報告書

